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　図４　逆断層運動とそれに
伴う褶曲により地層が逆転す
る様子を示す模式図。（ａ）
 堆積直後の状態。①、②、
③は、この順に拡大図を示す。
（ｂ） 断層運動により形成
された上に凸の背斜構造に見
られる地層の逆転。

　図３　級化構造の再現実
験。（ａ） 様々な粒径の粒
子の混合物を水中に投じる。
 （ｂ） 大きい粒子から先に
沈降し、級化構造を形成する。

　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。
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　図２　級化構造の模式図。下位
ほど粗粒で上位に向かって徐々に
細粒になる。
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　活断層などの周辺に分布する堆積性の被覆層は断

層活動に伴って変形する。本シリーズでも、断層に

沿った上下方向の運動に伴って、主に断層の上側に

ある地層、つまり上盤側の地層が褶曲することがあ

り、その例として、断層折れ曲がり褶曲、断層伝播

褶曲、トライシア褶曲を紹介した。紙面で紹介した

例はすべて逆断層によるもので、上盤側の地層は傾

斜した地層に沿ってずり上がりながら褶曲する。こ

のような様子は、様々な地域から報告されている。

図１には、私たちの研究グループが取り組んでいる

東北地方日本海側の例を示している。この地域では、

中期中新世（約1500万年前）以降の主に海成の堆積

層から構成され、図１のＡ層より上位の地層群Ｂ～

Ｄ層の厚さは2000ｍ以上に達するといわれている。

このような厚い被覆層は、逆断層Ｆ１～Ｆ３により

大きく変位を受け、特にＦ２やＦ１の上盤側では、

地層が上に凸に盛り上がった背斜といわれる構造が

発達している。この図は、地表の地質分布や地層の

傾斜方向の情報と物理探査手法を組み合わせて推定

したものである。

　ここで注目してほしいのは、図１の点線の楕円で

囲んだ領域である。Ｃ層に着目すると、Ｄ層やＢ層

との境界が場所によってはほとんど垂直になってい

る。Ｃ層は海底で堆積した地層で、堆積時にはほぼ

水平な境界をもっていたはずである。それが堆積時

から数十度も回転して今のような状態を呈してい

る。このように断層の近傍ではしばしば堆積時から

大きく回転した地層がみられ、野外地質調査では、

逆にこのことを生かして断層の存在を探っていく。

　ところで、地層が堆積したときに上方に向かって

特徴的な堆積構造をつくることがある。野外地質調

査では、このような堆積時の地層の上下を示すよう

な構造を見つけて、急傾斜の地層、場合によっては

上下が逆転するほど回転してしまった地層の元の方

向を復元する。このことを、地層の上下判定と呼ん

でいる。地層の上下判定に用いられる堆積構造には、

様々なものが知られているが、ここではその一つで

ある級化構造を示そう（図２）。級化構造では、下

位ほど粗粒な粒子が堆積し、上方に向かって徐々に

大きさを減じ、細粒な粒子が上部に堆積する様相を

呈する。この様子は

簡単な実験で再現す

ることができる（図

３）。この再現実験

では、泥サイズから

砂サイズのさまざま

な粒径をもつ粒子の

混合物を、透明な瓶

などに入った静水中

に投じる。当初は濁

っているが、時間が経つにつれ、大きい粒子から先

に沈降し、最後に最も細粒な泥サイズの粒子が沈降

し、水の濁りが取れて

いく。

　野外地質調査におい

て、図４（ｂ）に示す

ような堆積時と上下が

逆転したような級化構

造を認めた場合には、

地層はかなり大きな回

転運動を経験したと推

定できる。実例として、

本県にある活断層一つ

である北上低地西縁断

層帯の断層近傍で見ら

れる逆転構造の露頭写

真を図５に示す。図５

の写真では、地層は見

かけの角度50度で左側

に傾斜し、中央部の砂

岩主体の地層内の粒子

は左上で粗粒で、右下

に向かって徐々に粒径

を減じ、細粒の泥サイ

ズに変化している。こ

のことから、堆積時に

は右下が上方であった

ものが、現在はこの露

頭面内で右回りにおよ

そ220度回転したこと

がわかる。このような

逆転構造がすべて断層活動によるわけではなく、当

然周辺の状況を考慮する必要があるが、このような

構造に基づいて、図４の（ａ）～（ｂ）に示すよう

に、当初水平に堆積した地層が逆断層活動によって

逆転層を伴う背斜構造の形成に至る過程を推定する

ことができる。これにより、断層の変位の大きさや

地震を引き起こす震源断層との関係性などが議論で

きるようにある。このように逆転層や逆転はしてい

ないものの急傾斜の地層は地質構造形成過程を推定

する上で鍵となる情報を与えてくれる。
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仙台市内で開かれた事業評価監視委員会

千厩川の四日町橋～めおと橋間

　県南広域振興局土木部千厩土木

センターは、一関市千厩町宮敷の

一級河川千厩川で進める河川改修

について、今年度も引き続き護岸

工を計画している。今年度分の施

工となる「一級河川千厩川筋宮敷

地区河川改修（護岸工）その３工

事」は、同局一関審査指導監から

公告中となっている。

　宮敷地区での河川改修は、千厩

川の中流部に当たり、一関市道に

架かる白山橋から旧千厩病院跡地

付近の構井田地区までの町中心部

を事業範囲とする2130㍍が区間と

なる。このうち、国道456号に架

かる四日町橋から介護老人保健施

設やまゆりの立地箇所を過ぎた辺

りまでの885㍍

が残る区間で、

1245㍍区間につ

いては概成して

いる。

　千厩川の中流

部の改修自体

は、国道284号

に架かる千厩橋

から構井田地区

までの河川改修

を計画。このう

ち、千厩橋から

白山橋までの町浦工区について

は、10年度で概成した。

　国道456号四日町～今回の河川

改修に伴い架設した「めおと橋」

間の右岸について、近年は護岸工

が進んでいる。現在も右岸側の護

岸工が実施されている。

　四日町橋～めおと橋間の右岸で

の護岸工が進捗してきていること

を受け、今年度は左岸側の護岸工

にも手を掛けていく。現在公告中

の案件が、めおと橋から下流の左

岸についての護岸工を内容とした

ものとなっている。

　数量は、施工延長180.3㍍での

アンカー式石積工677平方㍍、側

溝工126㍍、コンクリートブロッ

ク積工73平方㍍、仮設工１式。25

年３月15日までの工期を設定して

いる。

　宮敷地区関係での今年度の工事

発注は、今回の１件となる見通し。

このほか、用地関係の作業を今年

度見込む。

　東北地方整備局は５日、仙台市

内で第１回事業評価監視委員会を

開いた。道路事業の再評価対象と

なる国道４号盛岡南道路など３件

を審議し、いずれも事業継続とな

った。北上川上流ダム再生事業に

ついては、学識者懇談会による再

評価について事業継続は妥当との

審議結果を報告した。

　同委員会は、公共事業の効率性

やその実施過程の透明性の一層の

向上を図るため開いている。同日

の会合には、同局の西村拓局長、

渡邊茂・安岡義敏両副局長、東北

学院大学工学部環境建設工学科の

石川雅美教授、Ｗｅｂ形式を含め

約20人が出席した。

　審議対象となったのは、道路事

業が、重点審議の国道49号北好間

改良と、要点審議の下北半島縦貫

道路・国道４号野辺地七戸道路、

国道４号盛岡南道路、国道112号

山形中山道路の３件。公園事業が、

国営追悼・祈念施設整備事業（福

島県）の１件。報告が、北上川上

流ダム再生事業と成瀬ダム建設事

業の２件。

　盛岡南道路については、事業の

効果や必要性、周辺環境等に変化

がなく、事業費や事業期間の増加

がないことなどから、審議区分が

要点で、資料は省略となった。前

回と変わったのは、計画交通量が

一日当たり1200台減少した点。原

因としてネットワーク条件の変化

等が挙げられている。

　今回の再評価では、事業継続と

なった。理由として、「交通の速達

性・安全性の向上、地域産業の活

性化の支援、救急医療活動の支援

などのため、早期整備の必要性が

高い」としている。

　盛岡南道路は、矢巾町藤沢から

盛岡市永井に至る全体延長は7.4

㌔。混雑緩和・事故減少や地域産

業支援・物流支援、救急医療支援

などを事業目的としており、2022

年度に事業化した。全体事業費は

380億円で、用地進ちょく率は24

年３月末時点で約

１％となってい

る。

　これまで、2022

年度の事業化に伴

い、同年８月に土

地立入説明会を開

催し、測量に入っ

た。23年度は地質

調査や道路設計を

行い、24年度も継

続する。今後、道

路設計および各種

調整が完了した区間から、用地調

査に着手する予定となっている。

　北上川上流ダム再生事業は、再

評価実施から３年が経過したこと

から、再評価の実施の必要が生じ

た。四十四田ダムや御所ダムの再

生を行う北上川水系においては、

北上川水系河川整備学識者懇談会

を設置しており、再評価・事後評

価実施要領に基づき、７月25日に

実施。事業継続は妥当となった。

今回の委員会で、懇談会の内容を

報告した。

　同事業は、盛岡市街地の洪水被

害軽減を目的に、四十四田ダムの

かさ上げと御所ダムの操作規則変

更を実施するもの。事業費は約30

0億円と試算している。四十四田

ダムのかさ上げでは、現況の洪水

調節容量を750万立方㍍増強し、3

390万立方㍍から4140万立方㍍に

増大を検討。御所ダムでは、操作

規則を変更することで、洪水調節

開始流量を毎秒500立方㍍から同6

00立方㍍に変更を検討している。


